
令和 6 年 12 月 5 日 

加西市議会議長 丸岡弘満 様 

                       班長  森田 博美 

 議会報告『市民との意見交換会』実施報告書（A班） 

開 催 日 時 令和 6 年 11 月 21 日(木)  10 時 00 分 ～  11 時 45 分 

開 催 場 所 市庁舎 多目的ホール 

出 席 議 員 

・班 長 森田博美 ・副班長 高橋佐代子 ・司会 1部橋本真由美 2部深田照明 

・報告者 北川克則 ・記録者 1 部 西脇親 2 部  高見博道 

・出迎え及びアンケート集計 土本昌幸 ・タイムキーパー 下江一将 

・議 長 丸岡弘満 

参加市民数  6 人 

実 

施 

内 

容 

報 

告 

１部 

議会報告 

問：議案第 61 号（水道事業会計決算）及び議案第 53 号（水道事業会計補正）につ

いて、水道料金の値下げより耐震水道管の普及を推進すべきでは。 

答：９月定例会では、この部分に関しての討論はなかったのですが、我々議員もい

ただいた意見を尊重し、議会から執行者側に話をしていきたい。 

問：議案第 56 号（国保特別会計決算）について、基金残高が８億とあるが、市の

規模的にその基金残高が大きいのかどうか、どう判断したらよいか。 

答：金額が幾らであればいいのかというのは、一概に数字を出して説明することが

できません。市民生活に直結する部分については、基金からの取り崩しにより、

分担金、負担金を下げてはどうかという意見も出ておりますが、県下全体の保

険制度に移行していく中で、（基金を使用して）激変緩和措置を行政はとって

いかなければならないと認識しています。 

問：議案第 55 号（一般会計決算）に係る基金残高の推移について 

答：好調な理由は、ふるさと納税の影響が大きいです。加西市の基金というのは過

去には県下でも低レベルの状況でありましたが、最近、ふるさと納税を積み続

け、基金が増えてきている状況です。 

２部 

意見交換 

※グループワーク形式で実施 

（1）人口減少への対策について 

・教育では小中学校一貫校してはどうか、大学の誘致、高校のレベルアップが必

要である。 

・小学校の統合はよくないのではないか。 

・加古川北インターと加西インターの間のインフラ整備をして欲しい。 

・朝の 7時ごろ、加古川や姫路から入ってくる時に車の渋滞に対して対策を考え

て欲しい。 

（2）フリーテーマ 

・市役所の行政人材の仕組みづくりとか、改善・改革を行って欲しい。 

・教育に関しては塾に行かなくて済むような教育にして欲しい。 

・産婦人科がないと人口が増えないのではなく、出産は北播磨などに任せて、出

産前後のサービスを充実させればいい。 

要望・提言 

・女性の働き方と若者の働く場所、中小企業の支援が必要である。 

・障がい者に関して、議員に対して市内の障がい者施設の視察に行って欲しい。 

・環境整備も必要であり、「北条高校・播磨農業高校をよくする会」というプロジ

ェクトチームを立ち上げてはどうか。 


